
《旧RD最終処分場二次対策工事 A-2区画 における有害物掘削状況をお知らせします》 作成日：平成26年8月4日

A-2区画について

7.2×9.27

有害物掘削除去工のうち、A-2区画の掘削除去が8月2
日に完了しました。
掘削作業の様子や、除去した廃棄物などの状況を下記
にまとめます。

A-2区画では、主に廃プラスチック類や、木くず、金属く
ず、および、陶磁器くず、がれき類が出てきました。

ドラム缶や医療系廃棄物は出てきませんでした。

断面① 有害物土掘削 (掘削深 約5.5m) 断面② 有害物土掘削 (掘削深 約7.0m)

掘削深約5mから湧水が発生しました。
これらはポンプで汲み上げ水処理施設にて処理しました。

計画掘削深の7mまでほぼ掘り終わった状態です。 木片が出てきました。

木くず

位 置 図

金属くず(一斗缶) がれき類

A-2区画の掘削断面図 潰れた一斗缶がいくつか出てきました。中身が無いものがほとん
どでしたが、コンクリートが入ったものもありました。

コンクリートの塊やブロックなどが出てきました。

「有害物土」とは、ボーリング調査の結
果、廃棄物中の有害物質が環境基準を
超過している区間をいう。
A-2においては、ふっ素が0.83mg/L 検
出されている。(環境基準の約1.04倍)

廃プラスチック類(合成ゴム) 廃プラスチック類

ゴム製のキャタピラが多く出てきました。
丸みを帯びたプラスチック製の板が散乱した状態で出てきまし
た。
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8月1日(金)および8月4日(月)見学会対象箇所
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